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         2022 年 8 月 31 日 

デンカ株式会社 

「デンカレポート 2022 統合報告書」を発行 

～最終年度を迎えた経営計画「Denka Value-Up」の振り返りと、 

これからのデンカグループの ESG 経営の姿を紹介～ 

 

 

 

 

 

 

 

デンカ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：今井 俊夫）は「デンカレポート 2022 統合

報告書」を本日発行しました。 

 

本レポートは株主や投資家をはじめとした全てのステークホルダーの皆さまへ、ESG 経営の視点から

中長期的な価値創造に焦点を当て、デンカグループの総合的な企業情報をお伝えする統合報告書です。 

 

今年度の報告書は、最終年度を迎えた経営計画「Denka Value-Up」を振り返るとともに、「ESG 経営」

のより一層の強化を目指す、2023 年度から 8 ヵ年の次期経営計画の準備作業と、その基軸となるビジョ

ン策定のための若手社員によるプロジェクトをご紹介しています。また、ESG 経営の説明として、カー

ボンニュートラルを目指す取り組み状況、TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）に基づく情報

開示、健康経営の KPI(*1)の紹介、取締役のスキル・マトリックスなどを掲載しました。 

その他、ESG 投資の有識者をお招きした社長対談、4 月に発足した新事業開発部門の紹介、若手社員

のメッセージで構成する「2030 年のデンカグループの責任と貢献」などを掲載しました。 

 

当社は ESG 経営を基軸とし、「誰よりも上手にできる仕事で、全ての人がより良く生きる世界をつく

る、社会にとってかけがえのない企業」を目指しています。今後も本報告書や ESG 情報サイト(*2)など

の媒体を通じて、積極的な情報発信に努めるとともに、ステークホルダーの皆さまとのコミュニケーショ

ンを深めながら、持続可能な社会への貢献と企業価値向上に努めてまいります。 

※英語版、中国語版は、今年 9 月末の発行を予定しております。   

以 上 

(*1)KPI（Key Performance Indicator）：重要業績評価指標 

(*2)ESG 情報サイト：https://denka.disclosure.site/ja 

 

【報道関係者からのお問い合わせ先】 

コーポレートコミュニケーション部 電話：０３－５２９０－５５１１ 

 

■「デンカレポート 2022 統合報告書」  

A4 判 58 ページ 

https://www.denka.co.jp/ir/report/ 
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【参考：「デンカレポート 2022 統合報告書」主要トピックとその内容】 

 

Topic 主な内容 

Compass  
◆デンカグループESG基本方針 

◆ESG投資有識者との社長対談 

Driving force 

◆2030年の未来におけるデンカグループの責任と貢献（若手社員10名のメッセージ） 

◆デンカの軌跡、財務・非財務ハイライト 

◆2021年度の振り返り・新型コロナウイルスへの対応 

Business 

Strategy 

◆2023～30年度の次期経営計画検討状況（マテリアリティ〔経営重要課題〕見直

し、非財務評価指標の導入など） 

◆若手社員44名が参加する「ビジョン策定プロジェクト」 

ESG 

management 

◆Environment（環境） 

2050年度までのカーボンニュートラルに向けたロードマップ、再生可能エネルギー

利用拡大、環境負荷低減に向けた取り組み、TCFD（気候関連財務情報開示タスク

フォース）に基づくシナリオ分析の更新とリスクと機会への対応） 

◆Social（社会） 

技術を通じたサステナビリティ社会への貢献と生産拠点における取り組み、人財へ

の取り組み（スペシャリティー人財の確保・育成、働き方改革・ダイバーシティ推

進、健康経営の推進、社員意識調査） 

◆Governance（企業統治） 

取締役の選任に関する考え方（スキル・マトリックス） 

R&D 
◆新事業開発部門（2022年4月発足） 

新部門発足の目的と研究開発方針、基盤技術プラットフォーム 

Business ◆4事業部門SWOT分析、事業戦略、設備投資、事業・製品を通じた社会課題解決 

Stakeholders ◆ステークホルダーとの対話 

Financial 

Information 

◆財務サマリー 

 

 


